
附属機関等の会議結果の公開 様式 会議名 平成 29 年度第２回愛荘町立図書館協議会 会議結果（概要） 開催日時 平成 29 年 11 月 29 日（水） 午後７時 30 分～午後９時 開催場所 秦荘図書館 AV ホール 出席者 会 長 西澤 基治、副会長 安孫子 雅城 委 員 大辻 登代子、北川 知栄子、辰巳 和美、辻野 ミト子、 西堀 剛、野村 仁美、村田 賢司 事務局 教育長 藤野 智誠、図書館長 茶谷 えりか、 秦荘図書館 下村 今日子、小豆畑 千加子、愛知川図書館 三浦 寛二 傍聴者 １人 議 題 （１）平成 29 年度図書館利用状況、行事実施状況について （２）「愛荘町図書館計画」「愛荘町子ども読書活動推進計画」について （３）その他 

審議内容 

開会に先立ち、藤野教育長より「愛荘町図書館計画（まちじゅうどくしょの計画、第二次子ども読書活動推進計画）（仮称）」の策定について図書館協議会へ諮問の文書を交付した。  平成 29 年度図書館利用状況、行事実施状況について、事務局より資料に基づき報告した。また、図書館利用者アンケート結果および 10 月に行った図書館システム更新について説明を行った。 （事務局）  マガジンリサイクルで、おおよそ何冊くらい持ち帰られたのか。 （事務局）  愛知川図書館でおおよそ 500冊から 1000冊くらいかと思われます。残った雑誌も図書館入口近くに置いて、継続してお持ち帰りいただいています。  秦荘図書館では古くなった図書もリサイクルに出しており、雑誌６割、図書４割程度です。 （委員）  貸出期間が過ぎた場合、図書館での対応はどうされていますか。 （事務局）  一定期間ごとに電話や郵便で督促します。 （委員）  弁償ということもあるのか。 （事務局）  あります。紛失された場合や、汚損・破損された場合、原則としては同じ本を納めていただきます。 （委員） 図書館バックの利用状況は。もう配らないのでしょうか。 （事務局） 



図書館開館の際に、お子さんにプレゼントして以来、一般には配布していません。図書館で貸出時に入れるバックは好評です。常に利用しており修理しながら利用しています。 （事務局） ほんてつから頂いたバッグは、いいバッグなのでなかなか戻ってきません。秦荘で借りて愛知川図書館に返される方が多く、秦荘に戻すようにしたい。 （委員） 本が破損することを考えると、バッグに入れてもらったほうが良いと思います。 （委員） ほんてつは、補助金があり以前寄贈させていただいた。いろんなきっかけで、例えば家にあるバッグを図書館に寄贈するよう呼びかけるようなことはできると思います。 （委員）  開館記念にそれぞれの館がプレゼントしたバッグで、家で使っていないものがあれば、図書館に寄付してもらうよう呼びかけてみてはいかがでしょう。 （委員） まちじゅうどくしょの宣言と一緒にして、呼びかけてはどうでしょうか。 （事務局） 町の広報誌でも呼びかけてみます。 （委員） 10 月の利用が前年度比で落ちているのはどうしてですか。 （事務局） 週末ごとに台風が襲来し天候不順であったことと、10 月 2 日から 10 日まで図書館システム更新のため図書館が休館したためと思われます。 （委員）  先日の滋賀県図書館協議会交流会でも、どこの図書館でも利用が落ちていると聞いています。その中で、図書館をどう活性化できるのか考えたい。 （委員）  他の図書館で導入していると聞いている、読書通帳はどうですか。子どもにはいいと思う。 （委員）  学校には読書通帳はありますか。 （事務局）  学校にはありません。多読者を表彰している学校もありますが、学校によります。 （委員）  マガジンリサイクルですが、先日九州に視察に行った際に、駅に図書館のリサイクル本を置いて、ご自由にお持ちください、としているところもあった。こういう企画もよいのではないでしょうか。 



（委員）  来年度完成予定の街道交流館に置いてはいかがですか。 （事務局）  本日の歴史文化博物館の協議会でも、教育委員会がもっと催しに誘導するようご指摘を受けたところです。街道交流館では町の施設や行事を相互に誘導できるような施設になるよう企画しています。 （委員）  町の施設の活用はぜひ望みたいところです。では、次に議案２、計画の策定についてお願いします。 （事務局）  図書館計画の更新について、まちじゅう読書の計画および第二次子ども読書活動推進計画を包括する形で進めたいこと、計画案の骨子を今回提示したので、ご意見を頂きたいです。 （委員）  この件については、次回までに事務局へご意見をお寄せいただければと思います。その他の案件について、ご意見などがあればお願いします。 （事務局）  愛荘町は学力調査で、今年度は良くなかったですが昨年度までは県内平均を上回っていました。一方、生活調査は読書をする子どもが少なく、スマホやゲームをしている子どもが多いです。保護者、学校と連携して読書に取り組むよう努めています。  一方で、不登校や教室に入れない子どもが増えています。これまでは保健室に逃げていたが、職員室、図書室へ行くようになっています。愛知中学校の改築に併せて、学校の図書室が読書の場所になるようにしたいです。 （委員）  図書室が不登校の子どもたちのだけの場所だけでなく、学校の中心にあって、生徒全員の場所となるようお願いしたい。不登校の対応は学校の役割であり、学校に属した学校司書職員が必要だと思う。地域の子どもの読書率の落ち込みの原因もそこではないでしょうか。 （事務局）  国から地方交付税が一括で降りてくるが、学校司書以外に使っても構わない。学校図書館に人を配置しない市町もある。愛荘町ではその中でも、司書2 名を学校に行くようにしているところです。 （委員）  おはなしボランティア「月のくまさん」で小学校に読み聞かせに行っていますが、愛知川小学校からはお声がかからない。これはどうしてでしょうか。 （事務局）  校園長会議で確認します。 （委員）「まちじゅう読書宣言」の町として子どもたちにそれが浸透するように取り組みを頑張ってほしいです。 



（委員）  ほかの市町では教育長が図書館協議会に出席しないところもあると聞いていますが、愛荘町ではご出席いただいていてありがたいです。今後もぜひご出席いただきたいです。  次回日程についてお願いします。 （事務局）  次回は 3 月 7日（水）19 時 30 分から、愛知川図書館でお願いします。 （委員）  それではこれで終了します。  問い合わせ先 愛知川図書館   連絡先 0749-42-4114  


